
















高知赤十字病院：内科専門医を目指して

Ⅰ．プログラムの特色
当院内科系には、消化器、循環器、呼吸器、血液、糖尿病、腎臓、

リウマチ膠原病の専科があり、それぞれの専門医が互いに相談・協
力し合いながら日常の外来・入院診療を行っています。そのため、
幅広い視野とスキルを培う内科研修が可能であり、サブスペシャル
ティ領域を重視した専科単独の研修であっても臓器専門に著しく偏
ることのない内科専門医となることが可能と考えます。
また、より高度な医療の研修を希望される専攻医には、連携施設

である二つの国立大学病院での院外研修も可能となっています。一
方、本プログラムは高知県内で健康管理、在宅医療から救急医療ま
で様々な医療分野を担っている施設と連携を組んでいるため、超高
齢社会である高知県の医療事情に精通した専門医を育成します。研
修修了後には、高知県全体の医療を支え、リーダーシップを発揮し
うる内科医となることを期待します。

Ⅱ．目 標
内科全般の知識や技能を習得し、総合的な診療が行える内科医師

としての土台作りを行い、さらにその上の専門分野の疾患と病態を
系統的に理解し、時代に即した適正な医療を実践できるとともに、
先進的高度医療や特殊医療にも通じ、チーム医療ならびに病診・病
病などの連携医療、予防医療を過不足なく遂行できる医師を目指す。
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高知医療センター：内科系サブスペシャルティの取得をめざそう

Ⅰ．プログラムの特色
当院の特色は、診療科同士の垣根が低く、コミュニケーションが

取りやすい点である。また、コモンディジーズや救急疾患ばかりで
なく、小児科からのトランジション、産科に合併した内科疾患が多
いことである。鉄は熱いうちに打てという諺があるように、最初の
３年間は医療センターなどの症例数の多い病院で研鑽を積む。その
後、幡多けんみん病院やあき総合病院で、これまでに培った経験を
生かし、より主体性のある研修を行うことで実力を高めていくこと
が可能である。（プログラムモデルＡ）
また、プログラムを開始後、高知医療センターと地域の病院を行

き来しながら研修を行うプログラムも対応可能である（プログラム
モデルＢ）。現時点で、当院の内科専門研修プログラムはあき総合
病院は連携施設ではない。この件については引き続き、連携施設と
して参加いただけるよう努めていく所存である。

Ⅱ．目 標

長期的な視野に立ち、高知の医療機関以外にも県外又は海外留学
なども視野に入れ、社会に役立つ各サブスペシャルティの専門医・
指導医の養成をはかる。
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高知医療センターでは、地域枠の先生のキャリアップを援助するため、医局のような役割を果たせるよう病院をあげて取り組みます。
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腎臓内科・膠原病科 １名

腫瘍内科１名

総合診療科１名
救命救急科１名

【各科 内科指導医数】※2023年4月時点

循環器内科４名

消化器内科２名
血液内科・輸血科３名

呼吸器内科２名

糖尿病・内分泌内科１名



高知医療センター：社会に貢献できる糖尿病・内分泌代謝専門医の取得をめざす

Ⅰ．プログラムの特色
当院の特色は、診療科同士の垣根が低く、コミュニケーションが
取りやすい点である。また、コモンディジーズや救急疾患ばかりで
なく、小児科からのトランジション、産科に合併した内科疾患が多
いことである。
鉄は熱いうちに打てという諺があるように、最初の３年間は医療セ
ンターなどの症例数の多い病院で研鑽を積む。その後、幡多けんみ
ん病院やあき総合病院で、これまでに培った経験を生かし、より主
体性のある研修を行うことで実力を高めていくことが可能である（
プログラムモデルＡ）。
また、プログラムを開始後、高知医療センターと地域の病院を行
き来しながら研修を行うプログラムも対応可能である（プログラム
モデルＢ）。現時点で、当院の内科専門研修プログラムはあき総合
病院は連携施設ではない。この件については引き続き、連携施設と
して参加いただけるよう努めていく所存である。

Ⅱ．目 標
糖尿病はコモンディジーズであり、高齢化が進む高知県でもニー
ズが高い。また、内分泌疾患はしばしば見逃されていることもある
が、治療で劇的に改善することが多い。糖尿病専門医もしくは内分
泌代謝専門医、さらには指導医となり社会に貢献することを目標と
する。義務が終了した後は、高知の医療機関以外にも県外や海外留
学なども視野に入れ、広く社会に貢献できる医師を目指すことを目
標とする。

（ ）





高知医療センター：社会に貢献できる日本循環器学会専門医の取得をめざす

Ⅰ．プログラムの特色
当院は日本循環器学会、日本心血管インターベンション治療学会、

日本超音波医学会の研修施設であり、これらの専門医を目指す先生
方にとって非常に良い環境です。
また、当院はカテーテルでの大動脈弁置換術（TAVI）や経皮的僧

帽弁接合不全修復術（Mitra Clip）の認定施設でもあり、ストラク
チャー部門も非常に充実しています。やる気さえあれば、比較的研
修早期から様々な分野における知識や手技の取得が可能です。
また、学会活動も積極的に行っており、希望があれば国際学会へ

の参加や発表も可能です。その他にも、論文作成や雑誌への投稿も
上級医より指導が受けられます。

Ⅱ．目 標
内科専門医の取得後、希望に応じてサブスペシャルティとして、

日本循環器学会専門医、日本不整脈心電図学会専門医、日本超音波
学会専門医、日本心血管インターベンション学会専門医、日本高血
圧学会専門医、日本内科学会総合内科専門医などの取得を目標とし
ます。

（P.13）










